




A Study on Characteristics of Public Room Space in Oetached Houses 





である o K D Lスペースの4タイプと lム KD しが一体
になっているくKDL入 Kが分かれている<K. D L入
KDとしが分かれているくKD . L入 K. D. Lともに
































続一体化した空間である ことが求められ.K D Lスペー
スの隣接居室が家事や篠客に用いられる場合でも専用室
として独立するのではなし連続一体化した空間内での



















4点に遺くことが妥当と考える。以下各章では， K D L
スペースの炎際の間仕切られ方と居住者窓識.主要生活
行為の機能分化.家共配置， 起居僚式の順に考察を行な













ウンの建売住宅を調査対象と した。 対象戸数は， < K D 
L>が7戸，<K・DL>が9戸.<KD'L>が22戸.<K 
























Eべ画担 .市ー戸建住宅戸散 の舗面積 K.D，LII面h積' 
K I DI L 』凸 』晶
<K D L> ? 22.2 2.2 94.72 2.1 
<KD' L> n 奴 0 1曲白血 26.4 
<K' DL> 25.0 97.82 23.‘ 





家自民形餓 家族人数 長子 年 令 世 幣 主 臓;¥
Hイプ 針I家1世代族lSFElrE 2人 S人 4人 5 人以6人上 夫 婦 幼 中 高 大有磁 自営業 公務員鎚.IA無臓 不明のみ
針 49 9 82 7 7 11 20 8 a 9 13 18 4 2 a 5 4 36 4 
K D L 7 1 5 1 l 2 2 1 2 2 1 1 5 
KD'L 22 2 17 ー 2 a 10 s 2 2 7 9 8 1 1 2 17 1 
K'DL 9 s s 4 2 2 5 2 2 2 6 1 
X'D'L 11 7 2 1 4 6 s 5 2 1 1 7 2 
2P8叢 T91.00.， 2F8~ T10l.48'" 2 F 8室 T 1旬。26m'
2P8輩 T87.76rt1 2 P 2室 T 96.0&.' 2 P2室 T 96.05'" 2F8室 T 95.22r1 





































を含んでいるといえよう。 <K0 L>では. 7戸中4戸が
KDスペースと Lスペースとを分節している。残り 3戸
は. KD Lスペースが11.5帖. 13帖と狭いので分節しで
も十分なKDスペースやしスペースを硲保できないこと
から<K0 L>のままに残きれているのではないかと考え


















針 4911 88 11 z 8 s a 
K D L 7 s 4 2 z 
K D . L 22 19 a 2 1 
K . D L 9 6 4 2 I 1 
K'D'L 11 11 。
才 KDL→KD'Lへ、 KD'L→K'D' Lへ
K'DL→K.D'Lへ各々分節されている.
表-4 居住者の希望のタイプ
》警生1づ 計 KDL KD'L K'DL K'D'L 
計 49 E 25 s 16 
K D L 7 2 a 2 
K D . L 22 1 19 2 
K.DL 9 2 s 2 2 
K'D'L 11 10 
表-5 居住者のあげる 4Yイプの長所と短所
(薫笹図書合Id
亙 所 {戸置} 恒 所 {声量}
広"としている (8) 軍事時にK、Dが見える (6) 
K D L K と Oð;~院なので便利 (2) 生t岳町けじめがつかない (1) 
回答"し (8) 白書"し (1) 
Lが晴ら着き来事時κよい 00 軍事時にEが見える {同
LからKが直接見えはい (3) KOが暗い、狭い、設備が虚ι咽}
KJ)'L EとJ)d'-悼"ので便利 (8) Lが膜い (2) 
履E軍時民間仕切閉められる (2) 凶客名Eし (lU 
幽笹'"し (4) 
Eの汚れ.良錦、水lH艦せる(6)EにいるとlIIl立暗がある 担}
J)Lが広々とする (1) Eが院い (1) 
来事時に広々としてよい (1) 童事中客が来ると困る (1) 





食事やだんらんが高ち寓〈 (8) 6ζ不便 (2) 
K.J)・L来客.ICD色使える (8) Dが控い (2) Dの働当りがよい (2) 五B口、るとBlI立噂がある (1) 
Dが帯ち着いて使える (1) 暖厨が不経済 (1) 
1"1害々し ω) 画書"し (2) 
-200ー 住
戸，<K . D . L>が49戸中16戸であ り. この2タイプで
41戸を市めている。タイプ51IJにみても，<KD.U と<K















< K D L>では， K が}.!.えるので;f~治:のU.'j lニ i付る/.~がu




いこ と. またりとしが一体である ことから D での食。J~'i'
に米'おか米ると凶るニとカfあIfられている j些に.<K D 
.し〉と<K . D・L>では{ロjがlと，iJi-なのかをみてみると.





















本章では， K 0 L スペースにおける主喜~>:.:生活行為の
機能分化が， K 0 Lスペースの47イプによってどのよ
うに異なるのかその婆閃は何かについて々察する。主張









<K 0 L>ゃくK.0 L>で'j:，Dスペースで食事をしなが





















石守¥計 K D KとD
計 49 18 22 9 
K D L 7 1 6 
K D • L 22 3 14 5 
K • D L 9 7 2 
K'D'L 11 7 2 2 
住田他 一戸挫公在、~.型住宅における{主み Hの研究
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T ス Cゲ.ぜ手世主徴主主 子子 子 ア~ つ E 和 .手家 哩E哩且 子 館主子償化 客客客
K 0 L 紙帯燭傍 燭婦
イた〈
計 5 供情婦供倦テ 供供供 < " . ののの面 司阻
ロもろ二"~草 着主着 主~ スペースの {帖} 分量Eタイプ ろ l ア主主
'ーレ -趣.仕 仕内
ンの い • タイプ 摘道工 t: • "1'、 ・つ 責 ーー.・脱脱
応食指
カ，tこも
K 0 L V オねム.ノき味味事".掴び作 吋み のけ 積物芸け 事酒 えええ衣衣駐 対・泊
計 89 26 29柏町 17 21 18 14 6 8 2 1880 16 18 32 26 6 12 28 21 17 1727 28 18 9 17 8 8 4628 1 
Jr 0 L 針 o 080 1 1102000 240 15221188 8 4 222 2 a 0 ‘1 0 
1 1.5 。。 。。 。。 。000 。。
2 8 
18 K D L 10 。 。 。 。。
13 。。 。 。 。00000 。。。00000 。
4 16 75 
K 0 L 18 。
14 。。。 。 。 。 。。
K'DL 。 。。14 。 。 。
16 。 。 。 0100 。 。。
KD'L 計 22 18 14 16 18 9 12 7 5 8 0 1 6410 8 14 1 8 5 121 8 812 10 7 4 8 1 0 22 1 1 
" I目89 。2
7 6 。。。 。 。 。 。 00 
7 7 。 0010 000 。 。 。
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14 5 3
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24 S 
7 10 00000 。 。。 。o。0000 0010 。 00 
ー
8.5 。。。。。。 。 。 0100 。。 。o。
m m 
9.5 8.6 。 。 000 。 。 。 。
s 8 。。。。 。
ー
8.5 K' D' L 10 。 000 。 。。
9.5 8.5 。。 。 。 。。
K'DL 針 8 7 6 7 8 8688121 2 5 2 S 6 6 1 864 4 8 5 4 8 1 1 2 8 860 
2.s舗鏑0 a1
4 8.6 00000 。 。 。。 。 。。
5 8.6 0000 。。。。 000 000 00 。 。。。
5 8.5 K • D L 。。 。000 。。0000 00 。o。
5 1 。000 。。。 。 。 。 0100 
s 12 。 。。 。 。。 。 。。
5 1 00000 。 。 。 。。 。 00 
---S2鑓-6 7 AF--
5 1 00000 。。 。。 。o。0000 。 。
5 12 
K'D・L
00000 。。 。 。 。 0010 。
5 12.5 。。 。o。 。 。。
K'D'L 計 9 6 6 110 4234210 874 6 1 6 0 8 4 3 2 8 6 7 1 2 6 2 0 1 5 0 
89 6 15 1 8 。 。。 。 。。 。 。
40 1 
5 15 18 。 。。 00010 。。。。 。
5 16 1 8 。。 。 。。
48 2 
5 15 I 8 |υ000 。000 。 。 。 。
5 15 18 。。00。 。。o。。o。0000 010 。 。
< K'D'L 5 I 6 8IK'D'L 。 。。 ，)0 。 。。
必 61519 100000 0000 000 。o。 。。00000 。
44a af ・ 61518 100000 。 。。51618 00000 00000 。000 0000 υo 00 。
5 15.5 8.5 00000 。 。。。。000 o 010 。 。。































ある。家事が最もよくされるスペースをみると， K D L 
スペースのタイプによって明確な差がある。くKDL>で
は，家事はKDLスペースできれず l階和室または 2階居
室でされる。 <K0 . L>は Lスペースかまたは l階利室
でされる。 <K. 0 L>は H苦手口室かまたは Lスペースで
される。<K . 0 . L>';I: 0スペースかまたはLスペースでさ
れる。家ギのされる主なスペースは， <KDL>→<K.D 










































.f03iがjIJ~われるのに対して， く K ・ D L> . <K.Q.L> 
では. Lスペースの他にDスペースが佼われる点が巣な
っている。これはDスペースがKスペースと分かれてい






ングテーブルやイス ・ソファ.TV などの家J ~を使って





K D L 面積
Ai スペ ース (鮎) 分節タイプ
タイ プ
K D L 
計
K D L 計
1 11.5 
4 522 S7
13 K D L 
13 
K D L 13 
14 
K D • L 
14 
15 
K D . L 計











8.5 8 KD .L 
8.5 8 









9 8.5 K.D.L 




5 8.5 K • D L 
5 11 





38 51 12.5 
K. D. L 小 針
4840 9 l
51 5 1 8 
51 5 1 8 
51 5 1 8 
42 8 
51 5 1 8 
51 51 8 
4‘0 4 568 ' 
K.D.L 5 I 5 8 K.D.L 
515 9 
515 8 
5 I 6 8 
515.5 8.5 
615.5 自
1主 居 ;w. '+ 
D ス ぺ ース白家具 L スペー ス の家具
f座食ワ サ 書 T ス ピ ， :t タ鎮 イテ座 T ス ピ サ.食 タ僕 ベ
イ棚
ア ス 4 机
7ーF アノZ・こ イ棚 ピ
:グd， SS ゴ ド テ ノ・ I ド . ン lヨ二 シ 事 J 





l り フブ た l り
ル卓楓ン ド棚 V オン ン 机 ス 台 ァ J.-コ ド 棚 四 ス台ド
43 7 40 18 7 4 8 3 0 2 4 3 2 40 24 28 43 20 18 11 19 a 1 9 0 2 
6 1 6 5 。 o 0 0 。 。 6 5 4 7 1 1 S 8 11 2 0 0 。。 。。 。。 000 。 。。。。
o 0 0 。。。。。。。 。。。 。。。。 。 。。 。。。。 。。。 。。。 000 。 。
20 2 :/2 1 1 3 2 0 0 1 0 1 1 18 12 13 21 12 9 7 9 21 5 0 1 。。。 。。。。。 。。 000 。 。 。。。。 。。0 00 。。 。 。 。。o 0 。。。。。 。。。。 。。。 。。 。。。。
o 0 0 。。。 。。
o 0 0 。。 。 。。。 。 。。 。。。 。 。。。 。
o 0 0 o 0 0 000 。。 。。。 。
o 0 0 。。o 0 。。
0 1 0 o u 000 。 。 。。 000 。
o 0 0 000 。。。
000 。。o 0 。
o 0 。。。 。 。。。 。 。。。 。。。。。 。 。。 。 。。
000 。 。 。 。。。。 。。。。。
8 2 6 1 4 1 2 3 0 。 1 0 6 2 4 6 1 3 o 1 。1 0 1 。。。 。。。。 。
o 0 0 。 。。。。 。。。。 。。 。。。 。。 。。。 。。。。 。。。 。。 。 。。000 。。。 。。。。 。
9 2 6 1 2 0 4 0 0 1 4 1 1 10 5 7 9 65 1 6 01 1 0 0 。 。 。 。。。。。 。。。。 。。 。 。 。。。。 。。 。 。。。 。。。 。。。 。。 。。 o 0 0 。。 。。。。 。。。 。。。。。。。。。 。。。。。o。。。。 。 。。o 0 。。 。 。 。。 。。。






















Dスペースには. K D Lスペースの4タイプともにダ
イニングテープルが泣かれており，普及が著しし、。とこ
ろが食lrH刷をみると.<KDL><KD' L>ではほとんど







































まず暖房総具についてみると. <KDL>とくK.0 L> 
て叫暖房範囲が広いため各種ヒーターが普及し(7戸中5
戸と 9戸中 6戸).さらにストーブやこたつが併用される。
<KD. L>とくK.0 . L>ではストーブとこたつが中心
である(図-5)。
次に KDLスペースのどの範IllIが峻腸されるかである
が， <KDL>は KDL全体が暖房される。 <K0 .し>Ii
Lスペースは必ず暖t甘されるがKDスペースは22戸中5
戸でl暖房されていない。 <K・oL>ではDLスペースは
必ずi暖房 さーれるがKスペースは 9戸中 5戸でされていな
い。<K. 0 . L>は D スペースは必ずH~ I_f;されるが. K 
スペースがされないものが11戸中 5戸. Lスペースがさ
れないものが11戸中2戸ある。<K0 . L>ではしスペー
















プ ラン 分 節
暖 鰐の器具と範 閤
Ao タイプ タイプ K E L 和 和
1I:1I:t'::s 
‘ 5 28 6
K D L t曹ヨ
t ，-"ヨ • 




T (乞恒 ) IGEJ 
118 9 0 1 2 8 
包コ
曹 2 佳コ
l1!. ，.，. I~ 


















) I ~コ (iID 
K'D'L '" 信コ包コ(包 }版ヨヲ
S832 0 1 Eコ(，z 】包コ





















ヒ ヒーター オ ・温風器 | は間仕切あり
セ・石油ストーブ コ:乙fょっ t は嵯



























ソファがおかれている場合の種類をみると，<K 0 L><K 
o . L><K・DL>では，コーナータイプのソファやソフ





1'"ザイスザイスザ A カザユカザ イヌザ イスザイスザユ炉Fユカザ
ニボ 計 イスザ折車ユカザ折耳ユカザ イスザ 折車ユカザ折必ユカザ
H 49 o 1 35 8 a 8 1 1 39 6 E 1 
K 0 L 71 - ) 5 1 1 1 5 
KD'L 22 17 3 】 - ) 18 g 1 
K'DL 91 - 5 s 1 7 1 
K'D'L 1 2 9 1 
表-8 イス ・ソファのおかれ方
:実
コーナーソフ ァ イスと イス
イスとソファ タイ焚7l
ソファ のみ ソファ ゾファ
コ = IL 1- L 
~J 夏のみ ともに
計字の向対字1IJ 字 列
型型重量重量 型 型 あ恒 k し
計 4i 1 I 6 20 1 6 B 4 6 
K D L 71 - 1 I 2 2 1 1 
K D • L 22 1 I 2 9 1- 2 a 1 2 
K • D L 91 - 一 1 l 1 2 2 2 
K 'D'L 111- S I 8 
{王国他 :一戸建公私室型住宅における住み方の研究
さらにイス ・ソファの配置をみると，今度は 4タイプ




















































ティー 夏ティ一年 申 ソファ
計 ζにつ机 ソファ
テー プル または 夏のみ
テープル ~c.r::-耳l 座 机 ゐり 但し
計 49 18 11 16 4 6 
K D L 7 E 2 1 1 1 
K D' L 22 6 6 6 l s 
K . D L 9 t 4 2 2 
K'D'L 11 4 s 4 
¥イテ トスー¥プ 生¥活起¥行居為噂、別式¥ 
家僚の食事 くつろ菖 家事 来客の応対 来客の食事
する する する する する
νA、イ イ又 ユ イイユ イイユ イイユ イイユ計 し信乱、 z しない ス し位も、 ス しはも、 ス
二. ニ. ニ. ニエ ニヨL
スカカ スカカ スカカ スカカ スカカ
計 37 26 。 11 4123 9 11 2 I 9 15 2 11 17 6 o23 。。14 
ティー テーブル 9 9 2 6 1 6 1 2 31 6 7 一 一 2 イス
1ヲヲ 良子4ー テー ブル 9 6 s 一 1 61 2 1 2 I 4 2 11 6 1 6 一 一 s 冬C.tこっ机
あ り 年中乙たつ机 13 6 7 1 81 3 2 一 2 8 51 4 2 6 7 または座 机
イス・ソファ夏のみあり 4 2 s 1 一 2 2 21 1 1 2 2 




























家主おhcf計 K D L 監D'L K'DL K'D'L 
gt 49 7 22 9 11 
K D L 和室
仁コ固 5 5 
K D 1. 和室
仁亙巴 24 l 1 a 6 4 
K D L 和室
仁豆巴 9 1 5 I 2 
K D 1. 和室
仁亙口 8 4 2 2 





















































化とは. K D Lスペースに隣接する I階E号室を家本ある
いは後容に使うことによって(場合によっては夫婦就泌と
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The objective of thls study is to know the di仔'erenceof function bel ween several types of publIc room space in 
detached houses 




clothes) and meeting guests. There are four types of public room space from open-plan type to closed-plan type， 
that is <KDL>， <KD・L入<K・DL>and <K.D.L>. 
The results of the surbey shows that c∞king， dining， and chatting are the activities which occur in public r∞m 
space regardless of types， but houseworks and meeting guests are not. In case of open-plan type， the r∞m next to 
public r∞m is used mainly for houseworks and meeting guests. But in case of closed-plan type， dining r∞m is also 
used for houseworks and living r∞m is used for meeting guests 
The reason why the function of public r∞m space is under the in日uenceof the types of public room space is that 
there are incompatible functions in the foundamental activities in public room space. In short， cooking is incompatible 
with meeting guests， and houseworks with meeting guests， too守
( 14 ) 
